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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 18,624 △2.1 1,483 2.5 1,999 19.6 1,641 19.9

2025年３月期第１四半期 19,015 1.1 1,446 △27.9 1,672 △61.4 1,369 △84.1

（注）包括利益 2026年３月期第１四半期 446百万円（△81.3％） 2025年３月期第１四半期 2,380百万円（△74.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 160.63 －

2025年３月期第１四半期 134.15 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 95,135 53,699 56.9

2025年３月期 94,853 54,377 57.8

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 54,107百万円 2025年３月期 54,782百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 30.00 － 105.00 135.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） 75.00 － 75.00 150.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 37,000 △2.0 2,200 △8.6 2,900 6.7 2,300 9.5 225.00

通期 74,000 0.9 3,300 6.2 3,900 21.3 3,000 8.2 293.48

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無



（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 11,145,249株 2025年３月期 11,145,249株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 923,107株 2025年３月期 923,075株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 10,222,142株 2025年３月期１Ｑ 10,211,192株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数および2026年３月期１Ｑの期中平均株式数（四半期累計）の計算において控除する自己株式

数には、株式付与ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式が含まれております。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。

　上記の予想に関連する事項は、［添付資料］３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善等により緩やかに回復しました。一方

で、物価上昇の継続や米国の通商政策等の影響による景気の下振れリスクが懸念され、当面は先行き不透明な状況が続

くと見込まれます。

　このような中、山村グループでは３ヵ年の中期経営計画の最終年度を迎えました。「成長に向けた事業基盤の整備」

をテーマとし、「財務基盤の整備」「既存事業を強化する仕組みづくり」「新しい事業を構築する準備」「循環型社会

の実現に向けた開発」「従業員が誇りを持って働き続けたいと思える会社づくり」という５つの経営方針を推進し、グ

ループ一体となって業績向上に取り組んでおります。

　事業セグメント別の経営成績は以下のとおりです。

　なお、当社グループでは、株主資本コストを上回るＲＯＥの確保を図り企業価値向上を目指す中で、より明確なモニ

タリングを行うため、当第１四半期連結会計期間より、物流関連事業の一部をガラスびん関連事業に変更しておりま

す。また、前年同期比較については、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しておりま

す。

①  ガラスびん関連事業

　ガラスびん関連事業では、国内ガラスびんの価格改定および品種構成の影響による販売単価の上昇、並びに製びん関

連設備等の売上増加があったものの、国内ガラスびんの出荷量の減少等により、セグメント売上高は11,690百万円（前

年同期比5.7％減）と減収となりました。セグメント利益は、国内ガラスびんの出荷量および生産量の減少等があった

ものの、製びん関連設備等の売上増加による増益等により、1,064百万円（前年同期比2.7％増）と増益となりました。

②  プラスチック容器関連事業

　プラスチック容器関連事業では、当社におけるインスタントコーヒー用キャップやディープグリップボトル（把手と

ボトルが一体成型された大容量4.0Ｌペットボトル）の販売が増加したこと、また、中国の子会社の販売が好調なこと

等により、セグメント売上高は2,395百万円（前年同期比4.7％増）と増収となりました。セグメント利益は、当社にお

ける修繕費や外注費等の増加等により、260百万円（前年同期比18.7％減）と減益となりました。

③  物流関連事業

　物流関連事業では、新規業務の獲得増加や価格改定の実施等により、セグメント売上高は3,615百万円（前年同期比

1.5％増）と増収となりました。セグメント利益は、増収による増益に加え、配送効率の改善によるコスト削減等によ

り、183百万円（前年同期比32.2％増）と増益となりました。

④  ニューガラス関連事業

　ニューガラス関連事業では、当社における電子部品用ガラス、国内子会社における半導体向けガラスセラミックス製

品等の出荷が堅調に推移し、また、価格改定効果もあり、セグメント売上高は886百万円（前年同期比25.8％増）と増

収となりました。セグメント利益は、増収による増益効果やコスト削減等の損益改善により140百万円（前年同期比

279.1％増）と増益となりました。

　その他事業では植物事業を含み、受注減少によりセグメント売上高は36百万円（前年同期比36.3％減）、セグメント

利益は△83百万円の損失（前年同期は△26百万円の損失）となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の連結売上高は18,624百万円（前年同期比2.1％減）と減収となりました

が、連結営業利益は1,483百万円（前年同期比2.5％増）と増益となり、海外関連会社の増益により持分法による投資利

益は521百万円（前年同期比204.0％増）となったため、連結経常利益は1,999百万円（前年同期比19.6％増）と増益と

なりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は1,641百万円（前年同期比19.9％増）と増益となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ281百万円増加し、95,135百万円となりました。

これは、現金及び預金が673百万円、為替換算調整勘定の影響で関係会社株式が564百万円、有形固定資産が431百万円

減少したものの、受取手形、売掛金及び契約資産が1,999百万円増加したこと等が主な要因です。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ959百万円増加し、41,435百万円となりました。これは、未払賞与の増加等に

よりその他流動負債が1,056百万円増加したこと等が主な要因です。

　純資産については、前連結会計年度末に比べ677百万円減少し、53,699百万円となりました。これは、利益剰余金が

518百万円増加したものの、為替換算調整勘定が1,141百万円減少したこと等が主な要因です。自己資本比率は0.9ポイ

ント低下して56.9％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年３月期における第２四半期連結累計期間および通期の業績予想につきましては、2025年５月14日に公表し

ました業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,791 10,117

受取手形、売掛金及び契約資産 19,705 21,704

商品及び製品 7,002 7,060

仕掛品 405 374

原材料及び貯蔵品 1,714 1,721

その他 842 746

貸倒引当金 △52 △51

流動資産合計 40,409 41,674

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,396 5,302

機械装置及び運搬具（純額） 9,186 8,697

工具、器具及び備品（純額） 1,056 1,039

土地 10,415 10,415

建設仮勘定 285 454

有形固定資産合計 26,340 25,908

無形固定資産

その他 441 502

無形固定資産合計 441 502

投資その他の資産

投資有価証券 2,865 2,910

関係会社株式 21,901 21,337

退職給付に係る資産 774 753

繰延税金資産 1,094 1,028

その他 1,262 1,255

貸倒引当金 △235 △235

投資その他の資産合計 27,662 27,049

固定資産合計 54,444 53,460

繰延資産

その他 0 0

繰延資産合計 0 0

資産合計 94,853 95,135

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,400 7,778

短期借入金 5,348 4,890

１年内償還予定の社債 1,142 1,142

未払法人税等 495 321

賞与引当金 806 547

役員賞与引当金 63 28

製品保証引当金 83 10

その他 4,095 5,151

流動負債合計 19,435 19,871

固定負債

社債 857 857

長期借入金 16,167 16,695

リース債務 563 544

退職給付に係る負債 2,818 2,807

繰延税金負債 49 58

その他 584 600

固定負債合計 21,041 21,564

負債合計 40,476 41,435

純資産の部

株主資本

資本金 14,074 14,074

資本剰余金 16,592 16,592

利益剰余金 22,369 22,887

自己株式 △1,530 △1,530

株主資本合計 51,505 52,024

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,104 1,123

繰延ヘッジ損益 108 △3

為替換算調整勘定 2,513 1,372

退職給付に係る調整累計額 △449 △409

その他の包括利益累計額合計 3,276 2,083

非支配株主持分 △405 △407

純資産合計 54,377 53,699

負債純資産合計 94,853 95,135
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

売上高 19,015 18,624

売上原価 14,806 14,344

売上総利益 4,209 4,279

販売費及び一般管理費 2,762 2,796

営業利益 1,446 1,483

営業外収益

受取利息 5 7

受取配当金 42 45

持分法による投資利益 171 521

その他 107 77

営業外収益合計 327 652

営業外費用

支払利息 51 74

租税公課 20 22

その他 30 39

営業外費用合計 102 136

経常利益 1,672 1,999

特別利益

投資有価証券売却益 128 －

特別利益合計 128 －

特別損失

固定資産廃棄損 2 －

特別損失合計 2 －

税金等調整前四半期純利益 1,798 1,999

法人税、住民税及び事業税 363 234

法人税等調整額 55 120

法人税等合計 419 355

四半期純利益 1,378 1,644

非支配株主に帰属する四半期純利益 9 2

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,369 1,641

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

四半期純利益 1,378 1,644

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △32 19

繰延ヘッジ損益 △24 △112

為替換算調整勘定 85 △138

退職給付に係る調整額 △16 △6

持分法適用会社に対する持分相当額 989 △959

その他の包括利益合計 1,001 △1,197

四半期包括利益 2,380 446

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,371 448

非支配株主に係る四半期包括利益 9 △2

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

ガラス
びん関
連事業

プラス
チック
容器関
連事業

物流関
連事業

ニュー
ガラス
関連事
業

計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
12,401 2,287 3,375 704 18,769 57 18,827 － 18,827

その他の収益 － － 188 － 188 － 188 － 188

外部顧客への売上高 12,401 2,287 3,563 704 18,957 57 19,015 － 19,015

セグメント間の内部

売上高又は振替高
8 104 22 2 137 0 138 △138 －

計 12,410 2,392 3,585 706 19,095 57 19,153 △138 19,015

セグメント利益又は損

失（△）
1,035 320 138 37 1,532 △26 1,506 △59 1,446

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2024年４月１日　至2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、植物事業を含んでおりま

す。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△59百万円には、セグメント間取引消去等36百万円、その他の

調整△95百万円が含まれております。その他の調整は、報告セグメントに帰属しない全社費用と報告セ

グメントに計上されている営業外損益調整等です。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

ガラス
びん関
連事業

プラス
チック
容器関
連事業

物流関
連事業

ニュー
ガラス
関連事
業

計

売上高

顧客との契約から生

じる収益
11,690 2,395 3,423 886 18,396 36 18,432 － 18,432

その他の収益 － － 192 － 192 － 192 － 192

外部顧客への売上高 11,690 2,395 3,615 886 18,588 36 18,624 － 18,624

セグメント間の内部

売上高又は振替高
6 110 26 2 145 0 145 △145 －

計 11,696 2,506 3,642 888 18,734 36 18,770 △145 18,624

セグメント利益又は損

失（△）
1,064 260 183 140 1,649 △83 1,565 △82 1,483

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2025年４月１日　至2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、植物事業を含んでおりま

す。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△82百万円には、セグメント間取引消去等50百万円、その他の

調整△133百万円が含まれております。その他の調整は、報告セグメントに帰属しない全社費用と報告セ

グメントに計上されている営業外損益調整等です。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　　　当社グループでは、株主資本コストを上回るＲＯＥの確保を図り、企業価値向上を目指しております。この

目標達成に向けて、より明確なモニタリングを行うため、管理方法を見直しました。今回の変更を適切に反映

するために、当第１四半期連結会計期間より、物流関連事業の一部をガラスびん関連事業に変更しておりま

す。また、調整額に含まれていた全社資産の一部を、各事業セグメントの資産に配分しております。

　　　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記載し

ております。

３．報告セグメントごとの資産に関する情報

　　　当第１四半期連結会計期間においてセグメント区分を変更したことにより、変更後の区分によって作成した

前連結会計年度末のセグメント資産の金額は、ガラスびん関連事業において7,848百万円の増加、プラスチッ

ク容器関連事業において1,905百万円の増加、物流関連事業において2,811百万円の減少、ニューガラス関連事

業において1,115百万円の増加、その他事業において22百万円の増加、調整額において8,080百万円の減少とな

っております。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

減価償却費 927百万円 890百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却額を含む。）は、次のとおりです。
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